
言語表記から
他民族共生社会マレーシアで
「差異」について考えたこと

14期 久井 裕美



世界遺産の古都マラッカで見つけた二重言語表記

Selamat Datang
マレー語・インドネシア語

Welcome
英語



KLIAで見つけた四か国語表記。しかも日本語表記あり。



KL中央駅で見つけた三重言語表記。こちらも日本語表記あり。



KLのショッピングモールでの注意喚起は、二重言語表記

・Please Do Not Lean on Glass（英語）
・Jangan Bersandar di Kaca（マレー語）
ガラスに寄りかからないでください



マレーシアにある日本のデパートでは英語表記のポスター

・KLの伊勢丹のあるフロア マレーシアにも母の日の習慣があり、日本と同じ5月12日でした。

ちなみに、イギリスはイースターの三週間
前の日曜なので、3月10日でした。



表記は英語

・ペトロナスタワーで見つけた消毒コーナー ・滞在先ホテルの最寄り駅で見つけたレンタル傘



マレー語（インドネシア語）オンリーの言語表記も。



KLからマラッカまでの道中で下車した駅前

・セレンバン鉄道駅では、中国語と日本語の二重表記



古都マラッカでは・・・

・“VISIT”と英語表記 ・マレー語で「ようこそ」と表記



古都マラッカ・オランダ広場では

・セントポール教会を英語で“CHURCH”と表記。

・「スタダイス」はオランダ語で議会・役所という意味



#仏教・ヒンドゥー教

#13世紀以降イスラーム

#マラッカ王国

#ポルトガル、オランダ、イギリス領の海峡植民地

#マレー系、インド系、タミール、中華系

#島しょ

#マレーシア国

#ダイバーシティ

#多様民族

#境界

つかみどころのない不思議なマレー文学



多民族共生社会マレーシアで「差異」について考えたこと

・公用語は必ずしも表記されているわけではない

・国際言語の主な言語である英語も準公用語だが、それより他国の言語が表記されている

・マレー文学を調べたときもった感想「不思議なマレー文学」

・夏目漱石と森鴎外

何かに打ち勝つ、壁を超える、「私」という存在。

その環境に順応して生きる。「私」という存在。



多民族共生社会マレーシアで「差異」について考えたこと

・改めて考えたこと：
多様な社会には、単に外国的な価値観を受け入れるのではなく、
自身のルーツやアイデンティティを理解した上で、他国との違いについて、
たとえ分かり合えなくても、客観的に知ることが多様性には不可欠である。

大前提がないまま「多様性」のみに触れると、
「違和感」との衝突により、アイデンティティの喪失があったり、自己防衛の観点から自我が強くなったり、
あるいは偏見や排他的な側面が強く出てしまうのかもしれない。

多様な社会で生きるとは、
もしかしたら、絶えず自分はどう生きるか・どうするのかを問うことなのかもしれないし、
「差異」をあえて意識しないことなのかもしれない。



マレーシアの太陽の色・・・赤・黄色・黄金色・オレンジ？？？

・日本では赤色ですが、マレーシアでは何色でしょうか？



Thank you!!
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